文学 精神 は 言う 



i 島 与 志 雄 



う 言葉 にだ。 だか ら 諸君の 政治的 運動 を 反省して み 給 

え。 すべて これ、 真の 政治的 運動ではなくて、 単なる 

政権 運動で あり、 成り 上ろうと する あがきで はない か。 

デモ クラシ— に 於け る 人権の 尊重 は、 すべての 者が 特 

権 を 持ち、 すべての 者が 高き に 位置す る、 そこの 所 か 

ら初 まらねば ならぬ こと を、 まだ 諸君 は 理解して いな 

いし、 ただ デモ クラシ— という 言葉の 皮相な 響きに の 

み 囚われて いるの だ。 

—— そ ういう 諸君に は、 高い 低い とかいう 言葉が 恐 

らく 不愉快に 聞え るだろう。 然し 人間と しての 人格の 

あり方に ついて 向上 発展が あると すれば、 高い S いは 
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